
広報WARABI ● 平成26年４月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.10km２

● ３月１日現在人口：72,121人 前月比  －56人
 　　　　　　　　　   男 36,615人　女 35,506人
　　　　　　　　　 世帯数：35,699
　　　　　　　　　 人口密度：14,141人／km２

2014/平成26年
わらび・754

暖かな春の陽気に誘われて
淡いピンクに色づく河津桜

　ここは中央２丁目のねむのき公園。
季節の花や緑に彩られる同公園では、
しだれ桜や八重桜など多くの桜を楽し
むことができます。３月中旬には早咲
きの河津桜が見頃に。親子連れもお花
見に訪れ、鮮やかでかれんなピンク色
の花に、春の訪れを感じていました。

～今月の特集～
 ◦新年度予算
 ◦タウンミーティング
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―
―「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」将
来
ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
（
３
㌻
囲
み
）

は
、
蕨
の
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
な
る
も
の
で
、
ま
ち
づ
く
り

の
理
念
を
「
み
ん
な
で
未
来
の
蕨
を
創

る
」、ま
ち
の
将
来
像
を
「
安
心
と
に
ぎ

わ
い 

み
ん
な
に
あ
た
た
か
い　

日
本

一
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
蕨
が
単
に
小
さ
な

市
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
歴

史
・
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
豊
か
さ

と
利
便
性
の
高
さ
を
あ
わ
せ
持
つ
蕨
の

特
徴
を
最
大
の
強
み
に
、
誰
も
が
「
蕨

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
心
が
ホ
ッ
と

し
、
笑
顔
に
な
れ
る
日
本
一
住
み
や
す

い
ま
ち
を
目
指
そ
う
と
い
う
計
画
で
す
。

―
―
そ
う
し
た
な
か
、
26
年
度
は
ど
の

よ
う
に
市
政
を
進
め
ら
れ
ま
す
か
。

市
長　

次
の
４
つ
の
基
本
方
針
で
、
市

政
運
営
に
当
た
り
ま
す
。

市
長　

１
つ
目
は
、
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で

掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と

で
す
。「
ま
ち
づ
く
り
の
３
つ
の
基
本
方

向
」
に
沿
っ
て
主
な
事
業
を
申
し
上
げ

る
と
、ま
ず
「
安
全
で
安
心
で
き
る
ま

ち
」で
は
、保
育
園
や
公
民
館
の
耐
震
化

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
マ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
共
同
住
宅
の
耐
震
診
断
に

対
す
る
補
助
制
度
を
創
設
し
、
住
宅
の

耐
震
化
を
更
に
促
進
し
ま
す
。

　
「
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
」

キ
ラ
リ
と
輝
く
ま
ち
、
日
本
一
住
み
や
す
い
ま
ち

「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨｣

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

～４つの基本方針～
①｢コンパクトシティ蕨｣将来ビジョンの推進　　③市民の暮らしを守る市政の前進
②市長マニフェスト｢新あったかプラン｣ の推進　 　④財政健全化の推進

蕨の更なる発展に向けて　
　  ４つの基本方針で予算編成

Interview

　４月に入り、平成26年度が始まりました。
そこで今月は２㌻から11㌻までにわたって、
新年度予算と事業の概要をご紹介します。
新年度は今後10年間の市政運営の基本指針
となる、「コンパクトシティ蕨」将来ビジョ
ンがスタートする年でもあります。まず２、
３㌻では、賴髙英雄蕨市長に将来ビジョン
と新年度の市政運営について伺いました。

賴
より

髙
たか

 英
ひで

雄
お

 蕨市長

市長インタビュー
　　　将来ビジョンと

　　　　　　　市政運営

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
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で
は
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

を
拡
充
し
、
来
年
３
月
の
国
の
認
定
を

目
指
す
と
と
も
に
、
蕨
駅
東
口
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
道
路
の
基
本

的
な
計
画
づ
く
り
や
わ
ら
び
り
ん
ご
を

使
っ
て
の
商
品
開
発
を
進
め
ま
す
。

　
「
み
ん
な
に
あ
た
た
か
く　

だ
れ
も

が
住
み
や
す
い
ま
ち
」
で
は
、
塚
越
の

市
有
地
を
活
用
し
た
定
員
１
１
０
人
程

度
の
認
可
保
育
園
や
市
内
３
か
所
目
の

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
障
害
者
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
に
つ
い
て
、
い

ず
れ
も
来
年
４
月
の
開
設
に
向
け
て
、

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長　

２
つ
目
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

を
拡
充
す
る
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
市
政
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

市
長　

４
つ
目
は
、
財
政
健
全
化
の
推

進
で
す
。
防
災
対
策
な
ど
の
事
業
を
積

極
的
に
進
め
な
が
ら
も
、
引
き
続
き
、

借
金
の
削
減
に
努
め
、
市
長
就
任
時
に

は
３
６
３
億
円
あ
っ
た
市
の
借
金
を
26

年
度
末
に
は
３
１
７
億
円
程
度
に
ま
で

減
ら
せ
る
見
通
し
で
す
。

―
―
最
後
に
26
年
度
の
市
政
運
営
に
取

り
組
む
決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

日
本
一
小
さ
な
市
で
あ
る
蕨
に

は
、
た
く
さ
ん
の
魅
力
と
可
能
性
が
ギ

ュ
ッ
と
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
首
都
直
下

型
地
震
へ
の
備
え
や
少
子
高
齢
化
の
進

お
約
束
し
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト「
新
あ
っ

た
か
プ
ラ
ン
」の
更
な
る
推
進
を
図
る

こ
と
で
す
。
昨
年
７
月
の
時
点
で
、
実

施
及
び
着
手
を
合
わ
せ
て
92
％
ま
で
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
新
年
度

は
、
さ
き
ほ
ど
申
し
上
げ
た
事
業
の
ほ

か
、音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
予
約
の
導
入
を
進
め
ま
す
。

市
長　

３
つ
目
は
、
消
費
税
率
引
き
上

げ
な
ど
で
市
民
生
活
の
厳
し
さ
が
増
す

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢

者
や
自
営
業
者
、
低
所
得
者
の
皆
さ
ん

が
加
入
す
る
国
民
健
康
保
険
の
保
険
税

率
を
据
え
置
く
ほ
か
、
就
学
援
助
制
度

「コンパクトシティ蕨」将来ビジョン推進のために

⑴安全で安心して暮らせるまち
⑵豊かな個性を育み子どもたちの未来輝くまち
⑶みんなにあたたかく健康に生活できるまち
⑷にぎわいと活力、市民文化と歴史がとけあう元気なまち
⑸快適で過ごしやすく環境にやさしいまち
⑹一人ひとりの心でつなぐ笑顔あふれるまち

まちづくりの基本フレーム（人口・都市形成）

まちづくりの基本方向

みんなで未来の蕨を創る
まちづくりの理念

安心とにぎわい みんなにあたたかい
日本一のコンパクトシティ蕨

《ま ち の 将 来 像》

まちづくりの基本目標

⑴安全で安心でき
るまちをつくる

⑵にぎわいあふれ
る元気なまちをつ
くる

⑶みんなにあたたか
くだれもが住みやす
いまちをつくる

～将来ビジョンの概要～

昨年10月に審議会
（林大樹会長）から
将来構想（素案）の
答申を受けました

　実現計画とは将来構想で掲げる「まちの将来像」
の実現に向けた取り組みを体系的に示すもので、
「重点プロジェクト」（下欄参照）、「分野別計画」、
「『コンパクトシティ蕨』将来ビジョン推進のため
に」で構成しています。計画期間は、前期５年（平
成26年度～30年度）、後期５年（31年度～35年度）
とします。

＜重点プロジェクト＞
　「まちの将来像」の実現に向け、分野別計画の中
で重点的に推進する取り組みを示します。

【みんなで創るわらび
　　　　　　　“ホッと”シティプロジェクト】
１ ほっとわらび！安全安心プロジェクト
２ キラリわらび！子ども未来プロジェクト
３ イキイキわらび！健康密度日本一プロジェクト
４ ワクワクわらび！にぎわい創出プロジェクト
５ 住

ス

マイルわらび！暮らし快適プロジェクト
６ わがまちわらび！市民が主役プロジェクト　
　上記以外の「コンパクトシティ蕨」将来ビジョ
ンの内容については、市ホームページをご参照く
ださい。詳細＝政策企画室（☎433・7698）

　将来ビジョンの概要として、｢将来構想の構成
図」と ｢実現計画の趣旨と構成｣ をご紹介します。

実現計画の

趣旨と構成

特 集：新年度予算

将来構想の

構成図
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
更
な
る
推
進

暮
ら
し
を
守
る
市
政
の
前
進

財
政
健
全
化
の
推
進

展
な
ど
、
日
本
は
難
し
い
課
題
に
直
面

し
て
い
ま
す
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

蕨
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
課
題
を
解

決
し
つ
つ
、
日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
を

実
現
で
き
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、「
ま

ち
へ
の
愛
着
」
が
、
こ
こ
数
年
で
最
も

高
い
72
・
１
％
と
な
り
、
た
い
へ
ん
う

れ
し
く
思
い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
ま

ち
へ
の
愛
着
の
高
さ
、
市
民
と
行
政
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
こ
そ
、
蕨
の
よ
さ

で
あ
り
、
市
政
発
展
の
最
大
の
原
動
力

で
も
あ
り
ま
す
。
市
長
と
し
て
、
全
国

に
誇
れ
る
日
本
一
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
を
目
指
し
、
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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費
税
交
付
金
は
６
億
９
７
０
０
万
円
を

計
上
し
、そ
の
う
ち
、１
億
１
８
０
０
万

円
は
税
率
引
き
上
げ
相
当
分
と
見
込
み
、

社
会
保
障
施
策
の
財
源
に
使
い
ま
す
。

　

一
方
、「
歳
出
」は
介
護
や
福
祉
、子
育

て
支
援
な
ど
の
事
業
に
使
う
民
生
費
が

約
49
％
を
占
め
、
続
い
て
、
総
務
費
、

土
木
費
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。な
お
、

市
民
１
人
当
た
り
の
市
税
と
予
算
、
そ

の
使
い
み
ち
は
図
①
の
と
お
り
で
す
。

　

特
別
会
計
で
は
中
央
第
一
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
を
廃
止
し
、
新
た

に
公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計

を
設
け
、
総
額
１
５
９
億
９
０
０
０
万

円
、
企
業
会
計
の
総
額
は
52
億
９
６
０

７
万
７
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
蕨
市
全
体
の
予
算
総
額

は
前
年
度
比
3.3
％
増
の
４
３
１
億
８
６

０
７
万
７
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
の
予
算
に
は
、
市
民
生
活
に
関
係

の
深
い
「
一
般
会
計
」
と
、
特
定
の
事

業
を
経
理
す
る
「
特
別
会
計
」、
独
立

採
算
制
で
運
営
す
る
「
企
業
会
計
」の

３
つ
が
あ
り
ま
す
。
会
計
ご
と
の
予
算

は
５
㌻
各
表
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
で
は
、
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
に
伴
う
臨
時
福
祉
給
付

金
の
計
上
や
公
共
施
設
の
耐
震
化
、
長

寿
化
を
は
じ
め
と
す
る
普
通
建
設
費
事

業
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
2.5

％
増
の
２
１
９
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
の
内
訳（
円
グ
ラ
フ
）を
見
て
み

る
と「
歳
入
」の
約
49
％
が
市
税
で
前
年

度
比
0.5
％
増
の
１
０
７
億
５
０
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。続
い
て
、国
庫

支
出
金
、
地
方
交
付
税
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
消

科 　目 本 年 度 前 年 度 比   較 伸び率

市 税 10,750,000 10,700,000 50,000 0.5
地 方 譲 与 税 110,000 120,000 △10,000 △8.3
利 子 割 交 付 金 20,000 20,000 0 0.0
配 当 割 交 付 金 35,000 20,000 15,000 75.0
株 式 等 譲 渡 所 
得 割 交 付 金 10,000 2,000 8,000 400.0

地 方 消 費 税 
交 付 金 697,000 570,000 127,000 22.3

自 動 車 取 得 税 
交 付 金 20,000 40,000 △20,000 △50.0

地方特例交付金 48,000 50,000 △2,000 △4.0
地 方 交 付 税 1,550,000 1,600,000 △50,000 △3.1
交 通 安 全 対 策 
特 別 交 付 金 10,000 10,000 0 0.0

分 担 金 及 び 
負 担 金 227,619 228,844 △1,225 △0.5

使 用 料 及 び 
手 数 料 262,115 256,713 5,402 2.1

国 庫 支 出 金 3,968,199 3,567,228 400,971 11.2
県 支 出 金 1,074,588 917,287 157,301 17.1
財 産 収 入 86,195 82,903 3,292 4.0
寄 附 金 200 200 0 0.0
繰 入 金 884,842 967,295 △82,453 △8.5
繰 越 金 150,000 150,000 0 0.0
諸 収 入 728,242 807,530 △79,288 △9.8
市 債 1,268,000 1,250,000 18,000 1.4
合 　 　 　 　 計 21,900,000 21,360,000 540,000 2.5

科　　目 本 年 度 前 年 度 比　較 伸び率

議 会 費 254,184 249,214 4,970 2.0

総 務 費 2,459,139 2,601,304 △142,165 △5.5

民 生 費 10,758,666 10,221,511 537,155 5.3

衛 生 費 1,917,954 1,917,608 346 0.0

労 働 費 37,224 36,847 377 1.0

農林水産業費 6,102 8,528 △2,426 △28.4

商 工 費 249,071 241,575 7,496 3.1

土 木 費 2,181,744 2,162,468 19,276 0.9

消 防 費 761,116 750,986 10,130 1.3

教 育 費 1,954,936 1,825,974 128,962 7.1

公 債 費 1,238,371 1,268,400 △30,029 △2.4

諸 支 出 金 51,493 45,585 5,908 13.0

予 備 費 30,000 30,000 0 0.0

合 　 　 計 21,900,000 21,360,000 540,000 2.5

会　　　計　　　名 本 年 度 前 年 度 伸び率
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 7,839,000 7,763,000 1.0 
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,450,000 1,952,000 △25.7 
錦町土地区画整理事業特別会計 1,349,000 1,327,000 1.7 
介 護 保 険 特 別 会 計 4,509,000 4,167,000 8.2 
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 785,000 784,000 0.1 
公共用地先行取得事業特別会計 58,000 0 皆増 
中央第一土地区画整理事業特別会計 0 20,000 皆減 

合　　　　　計 15,990,000 16,013,000 △0.1 

会　計　名 予算科目 本 年 度 前 年 度 伸 び 率
病 院 事 業 会 計 収益的支出 3,979,648 3,214,940 23.8 
水 道 事 業 会 計 収益的支出 1,316,429 1,235,251 6.6 
合 計 5,296,077 4,450,191 19.0 

会　計　名 本 年 度 前 年 度 伸 び 率
一 般 会 計 21,900,000 21,360,000 2.5 
特 別 会 計 15,990,000 16,013,000 △0.1 
企 業 会 計 5,296,077 4,450,191 19.0 

合　　　　　　計 43,186,077 41,823,191 3.3 

■一般会計（歳入）　　　　　　単位＝千円、％

■一般会計（歳出）　　　　　　単位＝千円、％

■企業会計　　　　　　　　　　　　　    単位＝千円、％

■総合計　　　　　　　　　　　　　　    単位＝千円、％

■特別会計　　　　　　　　　　　　　    単位＝千円、％

平成26年度
　ここ４、５㌻では４つの基本方針で編成された予算の概要
や一般会計の歳入歳出の構成比についてご紹介します。

一般会計 219億円
　前年度比　５億4,000万円(2.5%)増

市の予算概要

市　税
148,832円

市の予算
（一般会計）
303,202円

154,370円
国庫支出金
地方交付税
市債
県支出金
使用料及び
手数料など

市民の皆さん

人口は
72,229人
で計算

教育費

27,066円

諸支出金

713円

衛生費

26,554円

商工費

3,448円

土木費

30,206円

議会費

3,519円

総務費

34,046円

消防費

10,538円

民生費

148,952円

公債費

17,145円

その他

1,015円

（図①）平成26年度の市民１人当たりの市税と予算、その使いみち

市　税
49.09％

国庫支出金
18.12％

地方交付税
7.08％

市債
5.79％

県支出金
4.91％

繰入金
4.04％ 10.97％

諸収入　　　　　　3.32％
地方消費税交付金　3.18％
使用料及び手数料　1.20％
分担金及び負担金　1.04％
その他　　　　　　2.23％

一般会計の
　歳入構成比

一般会計の
　歳出構成比

議会費　　　　1.16％
商工費　　　　1.14％
諸支出金　　　0.23％
労働費　　　　0.17％
予備費　　　　0.14％
農林水産業費　0.03％

歳入合計
21,900,000

千円

歳出合計
21,900,000

千円

民生費
49.13％

総務費
11.23％

土木費
9.96％

衛生費
8.76％

公債費
5.65％

消防費
3.47％

教育費
8.93％

2.87％

蕨
市
全
体
の
予
算
総
額
は

約
４
３
１
億
８
６
０
８
万
円

特 集：新年度予算
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は
、引
き
続
き
、保
育
園
と
公
民
館
の
耐

震
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
保
育

園
は
25
年
度
に
耐
震
設
計
を
実
施
し
た

さ
く
ら
保
育
園
の
耐
震
化
工
事
に
、
４

０
１
０
万
円
を
計
上
。
同
園
の
工
事
を

終
え
る
と
学
校
施
設
に
続
き
、
保
育
園

の
耐
震
化
率
も
１
０
０
％
と
な
り
ま
す
。

公
民
館
に
つ
い
て
は
、
東
・
南
公
民
館

で
耐
震
設
計
を
行
う
ほ
か
、
市
民
体
育

館
と
北
町
公
民
館
、
北
町
児
童
館
で
耐

震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。な
お
、西
公
民

館
は
耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
を
有

し
て
い
ま
し
た
が
、
更
に
安
全
性
を
高

め
る
た
め
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

っ
た
小
・
中
学
校
５
校
に
防
災
教
室
を

設
置
し
ま
す
。ま
た
、集
中
豪
雨
に
よ
る

浸
水
の
危
険
性
や
避
難
に
関
す
る
情
報

を
掲
載
し
た
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、全
戸
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
る

防
犯
対
策
で
は
、
引
き
続
き
、

自
主
防
犯
組
織
に
防
犯
用
品
な
ど
の
購

入
補
助
と
し
て
、
１
１
５
万
円
を
計
上

し
た
ほ
か
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
更
に
１

０
０
基
整
備
す
る
た
め
、
４
８
７
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。ま
た
、夜
間
に
蕨
駅

東
西
口
の
放
置
自
転
車
禁
止
区
域
で
放

置
防
止
や
鍵
か
け
の
指
導
を
行
う
な
ど
、

自
転
車
盗
難
対
策
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

災
対
策
で
は
自
助
・
共
助
・

公
助
の
連
携
に
よ
る
防
災

都
市
づ
く
り
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
ず
は
、
市
の
防
災
対
策
の
基
本

方
針
を
定
め
た
「
蕨
市
地
域
防
災

計
画
」
の
見
直
し
を
図
り
ま
す
。

７
５
８
万
２
０
０
０
円
を
計
上
し
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
、
25
年

度
に
県
が
策
定
し
た
首
都
直
下
型

地
震
の
新
た
な
被
害
想
定
を
踏
ま

え
つ
つ
、
竜
巻
な
ど
に
も
対
応
す

る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
で

地
震
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
と
財
産
を
守
る
上

で
重
要
な
住
宅
耐
震
化
を
促
進
す

る
た
め
、
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
対

す
る
耐
震
診
断
補
助
率
を
引
き
上

げ
る
と
と
も
に
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
共
同
住
宅
の
耐
震
診
断
補
助
制

度
を
創
設
し
、
住
宅
耐
震
化
へ
の

支
援
を
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

更
に
は
地
域
の
防
災
力
の
強
化

に
向
け
、25
年
度
に
続
き
、防
災
リ

ー
ダ
ー
研
修
を
行
う
ほ
か
、
災
害

時
に
避
難
所
と
な
る
学
校
施
設
の

機
能
を
高
め
る
た
め
、
未
設
置
だ

日
本
一
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
を

創
造
す
る
　
　
本
の
柱

一
般
会
計
予
算（
主
な
事
業
）

議
会
費

会
議
録
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

１
、３
３
８

総　　　務　　　費
☆

庁
舎
改
修
工
事

２
、７
１
０

◆

職
員
採
用
試
験

３
、０
４
３

◆

新
人
事
評
価
制
度
研
修

４
８
４

市
長
交
際
費

１
、５
０
０

国
際
交
流
事
業

３
、８
０
０

◎

自
転
車
盗
難
等
防
犯
対
策
委
託
料

３
、２
１
５

☆
◎

防
犯
灯
設
置
等
工
事

４
、８
７
０

◎

自
主
防
犯
組
織
活
動
補
助
金

１
、１
５
０

番
組
制
作
委
託
料

２
４
、０
２
９

土
地
購
入
費（
土
地
開
発
公
社
健
全
化
）
１
７
５
、２
７
４

新
◆

み
ん
な
で
創
る
わ
ら
び
推
進
条
例
市
民
懇
談
会
委
員
謝
礼

２
５

新

蕨
市
経
営
戦
略
に
関
す
る
市
民
懇
談
会
委
員
謝
礼

１
３
８

新

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
サ
ー
バ
へ
の
デ
ー
タ
保
管

８
６
９

新

番
号
管
理
シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
料

２
５
、２
８
３

新

緊
急
一
時
保
護
事
業

２
８

◆

協
働
の
職
員
研
修

５
０

◆

協
働
事
業
提
案
制
度

１
、０
１
０

◎
◆
安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業
奨
励
費

１
、０
０
０

町
会
補
助
金

１
０
、５
０
９

町
会
街
灯
電
気
料
補
助
金

１
１
、３
３
９

町
会
街
灯
維
持
管
理
費
補
助
金

３
、１
２
２

安
全
安
心
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助
金

１
７
、０
０
０

交
通
安
全
指
導
員
の
立
哨
指
導

１
、１
２
２

☆

交
通
安
全
施
設
整
備
工
事

１
３
、２
３
０

駅
前
自
転
車
等
対
策
業
務
委
託
料

５
０
、７
７
３

◎

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
業
務
補
助
金

４
４
、０
０
０

市
民
会
館
指
定
管
理
料

７
４
、８
２
５

市
税
等
収
納
員

８
、９
４
９

コ
ン
ビ
ニ
収
納
取
扱
手
数
料
等

３
、８
８
３

◎

収
納
対
策
等
の
更
な
る
強
化

９
９
０

住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

２
０
、５
２
０

戸
籍
総
合
シ
ス
テ
ム

１
３
、１
２
８

民　　　生　　　費
◆

社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

６
０
、０
０
０

市
民
葬
・
市
民
葬
祭
式
場（
負
担
金
）

２
２
、９
０
０

福
祉
総
合
シ
ス
テ
ム

２
９
、２
５
４

住
宅
支
援
給
付
費

５
、５
８
０

障
害
者
計
画
等
の
策
定

３
、３
６
９

自
立
支
援
給
付
費

５
８
７
、６
９
５

相
談
支
援
事
業
委
託
料

７
、５
０
０

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
負
担
金

２
、５
３
８

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
補
助
金

２
６
、３
３
２

障
害
者
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金

２
、５
４
４

紙
お
む
つ
給
付
費（
障
害
者
）

３
、１
１
１

福
祉
タ
ク
シ
ー
給
付
費

６
、５
３
２

福
祉
自
動
車
燃
料
給
付
費

２
、６
７
０

障
害
者
通
所
施
設
利
用
者
負
担
軽
減
補
助
金

４
、６
４
４

新

小
児
慢
性
特
定
疾
患
児
日
常
生
活
用
具
給
付
費

５
７

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

７
３
、２
０
０

自
立
支
援
医
療
費

１
２
６
、３
７
０

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費

１
７
０
、４
０
０

拡

あ
す
な
ろ
学
園
運
営
費
負
担
金

３
０
、９
１
９

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
マ
松
原
指
定
管
理
料

６
７
、８
６
１

多
機
能
型
事
業
所
ス
マ
イ
ラ
松
原
指
定
管
理
料

４
６
、８
６
４

高
齢
者
福
祉
計
画
等
の
策
定

１
、７
６
２

敬
老
祝
金

５
９
、７
４
０

高
齢
者
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金

１
１
、５
２
０

福
祉
入
浴
委
託
料

１
５
、７
８
８

訪
問
理
美
容
・
福
祉
理
美
容
委
託
料

１
１
、７
８
４

紙
お
む
つ
給
付
費（
高
齢
者
）

１
２
、８
３
１

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
軽
減
助
成
金

３
０
、８
６
８

24
時
間
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料

３
８
、７
６
２

福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
借
上
料

３
、４
１
０

在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当

４
、６
８
０

◆

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
補
助
金

１
４
、２
０
０

社
会
福
祉
法
人
寧
幸
会
補
助
金

１
２
、６
３
３

養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
委
託
料

３
、９
０
８

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ハ
ウ
ス
松
原
指
定
管
理
料

２
３
、６
７
１

◎

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
用
地
確
保
奨
励
金

３
、７
７
８

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
委
託
料

１
９
、４
１
６

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
使
用
料

３
、１
９
８

新

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事
設
計
委
託
料

１
３
、７
１
６

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
、２
４
７
、０
４
８

介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

６
６
８
、６
２
５

療
養
給
付
費
負
担
金

４
５
２
、４
１
０

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

１
３
０
、２
９
０

人
間
ド
ッ
ク
等
受
診
費
補
助
金

５
、２
０
０

新

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

３
０
１
、３
２
７

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業
委
託
料

６
、８
２
４

ひ
と
り
親
世
帯
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
金

３
、０
０
０

児
童
扶
養
手
当

２
２
３
、３
９
３

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
給
付
費

８
、８
７
３

こ
ど
も
医
療
給
付
費

２
３
０
、４
０
０

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
給
付
費

１
５
、６
０
０

児
童
手
当
給
付
費

１
、０
１
８
、２
０
０

母
子
厚
生
保
障
年
金

４
、１
４
０

◎

留
守
家
庭
児
童
保
育
事
業

５
４
、０
６
０

新

児
童
館
空
調
設
備
改
修
工
事
基
本
設
計
等
委
託
料

３
７
７

新
◎
◆
児
童
館
耐
震
診
断
委
託
料

４
６
５

児
童
相
談
事
業

２
、４
２
９

家
庭
保
育
室
委
託
料

７
２
、９
６
０

新
＝
新
規
事
業　

拡
＝
拡
充
事
業　

◎
＝
市
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
項
目

◆
＝
わ
ら
び
地
域
力
発
揮
プ
ラ
ン
項
目　

☆
＝
工
事
請
負
費

単
位
＝
千
円　
　

防大

安
全
で
安
心
し
て暮

ら
せ
る
ま
ち

1
　

６
㌻
か
ら
11
㌻
ま
で
は
、
新
年
度
の
４
つ
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
主
な
施
策
や

事
業
を
将
来
構
想
の
ま
ち
づ
く
り
の
６
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
、ご
紹
介
し
ま
す
。

6

蕨を
　　住みやすいまちにする

６本柱

地域の防災力を更に向上していきます（昨年の総合防災演習）

特 集：新年度予算

市では、25年度末に耐震化が完了した学校施設に
続き、保育園や公民館の耐震化を行っていきます｡

～着実に進む公共施設の耐震化～

学校施設

保 育 園

公民館
体育館

今年度耐震設計を行う東公
民館（上写真）と耐震診断
を行う北町公民館・北町児
童館・市民体育館の複合施
設（右写真）

元気いっぱいの園児たち（上写真）。今
年度工事を行うさくら保育園（右写真）

新しくなった体育館で児童もいきいき
（中央東小）

体育館の工事完了
で耐震化率100％
となった学校施設。
子どもや地域の安
全性を向上させる
ことができました

25年度にみどり・
さつき保育園で耐
震化工事を実施。
さくら保育園の工
事を終えると、全
園の耐震化が完了

多くのかたに利用されてい
る施設をより安全に安心し
て利用いただけるよう、計
画的に事業を進めています 　住んでいる昭和55年建築

のマンション内では、耐震
化を検討する声があります。
今回、マンションの耐震診
断への補助ができたのはあ
りがたいことですね。活用
に向け、住民間で前向きに
話し合っていきたいです。

山
やま

田
だ

 勝
かつ

治
じ

さん
北町５丁目・80歳

耐震化への支援を歓迎

新年度
　期待の 声

地
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民　生　費

保
育
園
臨
時
職
員

１
４
８
、３
９
０

一
時
的
保
育
事
業

１
６
、３
５
８

延
長
保
育
事
業

２
３
、５
２
０

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

７
、４
１
５

保
育
園
給
食
食
器
等（
ふ
る
さ
と
わ
ら
び
応
援
基
金
活
用
）

１
、５
９
９

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料

１
２
、５
５
３

☆

保
育
園
改
修
工
事

２
、９
３
０

☆
◎
◆

保
育
園
耐
震
補
強
工
事

４
０
、１
０
０

◎

民
間
保
育
園
管
理
運
営

１
７
９
、４
９
２

新
◎

保
育
所
等
整
備
事
業
補
助
金

１
６
１
、４
５
１

新

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給
付
事
業

８
９
、１
６
１

生
活
保
護
面
接
相
談
員

２
、６
９
４

生
活
保
護
自
立
支
援
相
談
員　

２
、８
８
０

新

就
労
自
立
給
付
金

４
、６
５
０

生
活
保
護
費

２
、９
４
２
、１
４
３

国
民
年
金
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

２
、７
８
１

衛　生　費

在
宅
当
番
医
制
運
営
委
託
料

４
、１
５
０

病
院
群
輪
番
制
病
院
等
運
営
費
負
担
金

１
９
、１
１
１

休
日
・
平
日
夜
間
急
患
診
療
所
運
営
費
補
助
金

１
８
、０
０
０

わ
ら
び
健
康
ア
ッ
プ
計
画
普
及
啓
発
事
業

１
、１
４
２

健
康
診
査
委
託
料

１
０
、１
８
６

が
ん
検
診
等
委
託
料

６
４
、１
１
４

◎

予
防
接
種
委
託
料

１
６
２
、９
４
１

歯
周
疾
患
検
診
委
託
料

３
、７
９
３

個
別
勧
奨
が
ん
検
診
委
託
料

３
、１
４
７

妊
婦
一
般
健
康
診
査
事
業

５
８
、９
５
７

未
熟
児
養
育
医
療
費

８
、８
６
４

◎
◆

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
事
業

５
３
２

◎

地
球
温
暖
化
対
策
設
備
等
設
置
費
補
助
金

５
、０
０
０

拡

環
境
調
査
委
託
料

２
、２
８
４

拡

総
合
健
康
診
査
委
託
料

５
６
、６
２
０

自
立
支
援
給
付
費

４
８
、８
７
９

在
宅
重
度
障
害
者
手
当

７
、９
８
０

新

保
健
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
改
修
工
事
基
本
設
計
等
委
託
料

４
、８
６
０

排
水
路
清
掃
委
託
料

３
、３
０
０

蕨
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
負
担
金

６
２
１
、６
４
９

塵
芥
処
理
事
業

３
０
８
、４
６
９

市
立
病
院
事
業
会
計
負
担
金

２
５
０
、０
０
０

労
働
費

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
預
託
金

３
０
、０
０
０

農
林
水
産
業
費

◎
◆

わ
ら
び
り
ん
ご
育
成
事
業
費
補
助
金

１
０
０

商　工　費

◆

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事
業

４
９
０

蕨
商
工
会
議
所
補
助
金

９
、９
０
０

小
規
模
企
業
指
導
相
談
事
業
補
助
金

４
、０
０
０

商
店
街
街
路
灯
電
気
料
補
助
金

４
、８
０
０

商
店
街
活
性
化
事
業
費
補
助
金

７
、０
０
０

◎

空
き
店
舗
有
効
活
用
事
業
補
助
金

２
、４
０
０

◎

住
宅
改
修
資
金
助
成
金

１
、５
０
０

拡

観
光
行
事
委
託
料

１
１
、９
０
０

駅
西
口
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
装
飾
委
託
料

２
、３
４
４

中
小
企
業
経
営
合
理
化
資
金
融
資
預
託
金

７
０
、０
０
０

小
口
事
業
資
金
融
資
預
託
金

１
０
０
、０
０
０

◎

中
心
市
街
地
活
性
化
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
料

６
４
８

土　　木　　費
拡

戸
建
て
住
宅
等
耐
震
診
断
補
助
金

２
０
０

新

共
同
住
宅
等
耐
震
診
断
補
助
金

１
、０
０
０

木
造
住
宅
耐
震
改
修
補
助
金

１
、２
０
０

老
朽
空
き
家
等
解
体
補
助
金

６
０
０

狭
隘
道
路
拡
幅
整
備
事
業

７
、５
７
１

上
戸
田
川
整
備
事
業
負
担
金

７
８
、２
３
２

道
路
関
係
環
境
整
備
委
託
料

２
２
、０
０
０

測
量
委
託
料

１
３
、５
０
０

新

路
面
性
状
調
査
委
託
料

６
、４
７
０

☆

舗
装
道
等
補
修
工
事

３
７
、３
６
０

☆

緑
川
橋
り
ょ
う
架
替
工
事

２
０
、０
０
０

新
◎

東
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
道
路
整
備
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
料

４
、８
６
２

◎
◆
駅
西
口
地
区
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
委
託
料

１
、９
４
４

◎
◆

中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業

３
３
、０
４
９

新

公
共
用
地
先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

５
８
、０
０
０

旭
町
前
谷
線
整
備
工
事
委
託
料

１
５
、３
０
０

県
道
整
備
工
事
負
担
金

８
、６
７
２

◎

錦
町
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
８
９
９
、０
９
０

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

５
８
５
、５
５
５

公
園
等
修
繕
費

８
、３
７
４

◎
◆
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
花
の
配
送

８
９
１

公
園
等
維
持
管
理
委
託
料

３
５
、６
９
０

公
園
等
清
掃
委
託
料

１
３
、０
３
７

公
園
関
係
環
境
整
備
委
託
料

１
２
、０
０
０

公
園
・
歩
道
緑
地
帯
自
主
管
理
団
体
助
成
金

３
、３
３
９

☆

公
園
等
整
備
工
事

１
１
、８
１
０

街
路
樹
等
樹
木
管
理
委
託
料

１
２
、６
９
０

緑
化
推
進
関
係
環
境
整
備
委
託
料

３
、０
０
０

新

南
町
桜
並
木
剪
定
等
委
託
料

１
、３
５
０

☆

市
営
住
宅
改
修
工
事

１
１
、５
０
０

消防費
☆

消
防
庁
舎
等
改
修
工
事

２
、１
６
０

は
し
ご
付
消
防
自
動
車
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル

３
９
、４
５
９

消
防
団
員
報
酬

５
、０
３
９

消
防
団
運
営
交
付
金

３
、４
４
９

災
害
対
策
用
備
蓄
品
費

６
、６
８
３

地
域
防
災
計
画
策
定
委
託
料

７
、５
８
２

災
害
対
策
用
備
品

２
、８
８
３

拡

防
災
教
室
整
備
委
託
料

３
、７
６
５

新

衛
星
電
話
の
購
入

１
、２
５
６

☆

防
災
施
設
整
備
工
事

２
、９
７
０

教育費

ス
ク
ー
ル
支
援
員

７
、３
５
２

特
別
支
援
教
育
支
援
員

５
、６
５
５

拡

学
校
図
書
館
教
育
支
援
員

２
、３
７
０

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
委
託
料

３
、０
０
０

外
国
語
教
育
等
推
進
事
業

１
５
、０
８
８

◎

35
人
程
度
学
級

２
４
、７
５
３

さ
わ
や
か
相
談
事
業

６
、３
９
４

拡

幼
稚
園
就
園
奨
励
費

１
０
２
、８
９
５

幼
稚
園
児
補
助
金

８
、０
６
０

小
学
校
警
備
委
託
料

４
、３
１
９

小
学
校
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
業
務
委
託
料

６
、２
２
１

◎

小
学
校
空
調
設
備
借
上
料

３
６
、１
０
５

　長女と長男がアートチャ
イルドケアわらびに通園し
ています。来年には、塚越に
も新しい保育園が出来ると
聞き、働く母親の一人とし
てうれしく思います。こう
した取り組みからも子育て
支援の充実を実感しますね。

高
たか

橋
はし

 恵
え

里
り

さん
錦町４丁目・37歳

育児支援の充実を実感

新年度
　期待の 声

舎
等
改
修
工
事
に
２
２
４
９
万
円
、
全

中
学
校
の
ト
イ
レ
や
二
中
体
育
館
改
修

な
ど
中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事
に
４
０

２
５
万
円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
ふ
る
さ

と
わ
ら
び
応
援
基
金
を
活
用
し
、
保
育

園
や
学
校
の
備
品
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

年
開
設
し
た
、
錦
町
１
丁
目
の

ア
ー
ト
チ
ャ
イ
ル
ド
ケ
ア
わ
ら

び
（
定
員
１
０
５
人
）
に
続
い
て
、
塚

越
７
丁
目
の
市
有
地
を
活
用
し
、
新
た

な
認
可
保
育
園
の
開
設
を
進
め
ま
す
。

公
募
の
結
果
、
運
営
主
体
は
社
会
福
祉

法
人
け
や
き
会
に
決
定
し
、
定
員
は
１

１
０
人
程
度
で
27
年
４
月
の
開
設
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。26
年
度
予
算
で
は
、

県
か
ら
の
補
助
も
含
め
て
、
施
設
建
設

費
な
ど
の
補
助
金
と
し
て
１
億
６
１
４

５
万
１
０
０
０
円
計
上
し
ま
し
た
。

み
慣
れ
た
ま
ち
で
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
よ
う
、
市
内
３
か
所

目
と
な
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整

備
に
向
け
、
引
き
続
き
、
建
設
予
定
地

を
所
有
す
る
沖
電
気
グ
ル
ー
プ
に
奨
励

金
を
交
付
し
ま
す
。
運
営
主
体
は
、
社

会
福
祉
法
人
ぱ
る
で
、
施
設
内
容
は
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
型
90
床
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
10
床
、定
員
30
人
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

地
域
の
皆
さ
ん
も
利
用
で
き
る
喫
茶
コ

ー
ナ
ー
な
ど
で
、
入
居
募
集
は
秋
頃
の

予
定
で
す
。
ま
た
、
錦
町
３
丁
目
の
市

有
地
を
活
用
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
し
た

の
会
が
整
備
を
進
め
て
い
る
障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、居
室
が
６
部
屋
、シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
２
部
屋
と
な
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
27
年
４
月
開
設
に
向

け
支
援
を
続
け
ま
す
。そ
の
他「
第
６
期

蕨
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事

業
計
画
」、「
蕨
市
障
害
者
計
画
・
第
４
期

障
害
福
祉
計
画
」の
策
定
を
進
め
ま
す
。

康
の
分
野
で
は
、
25
年
に
策
定

し
た
「
わ
ら
び
健
康
ア
ッ
プ
計

画
」
の
下
、
引
き
続
き
、
モ
デ
ル
地
区

を
指
定
し
、
健
康
講
座
な
ど
を
開

催
す
る
ほ
か
、
健
康
ア
ッ
プ
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
を
進
め
、
地
域
ぐ

る
み
で
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
成
人
健
診
セ

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
る
人
間
ド

ッ
ク
に
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
を
オ

プ
シ
ョ
ン
で
追
加
し
、早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
目
指
し
ま
す
。

ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の

更
な
る
充
実
に
向
け
、
わ

ら
び
学
校
土
曜
塾
を
全
７
小
学
校

で
実
施
し
ま
す
。
基
礎
学
力
の
向

上
や
学
習
習
慣
の
定
着
を
目
的
に
、

地
域
の
か
た
や
大
学
生
の
サ
ポ
ー

ト
の
下
、
25
年
度
か
ら
３
校
で
始

め
た
土
曜
塾
は
、
延
べ
２
３
６
人

が
参
加
。
26
年
度
は
そ
の
予
算
と

し
て
、
６
７
７
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。ま
た
、一
人
ひ
と
り
に
行
き

届
い
た
教
育
を
行
う
上
で
効
果
の

あ
る
35
人
程
度
学
級
を
引
き
続
き
、

小
学
校
全
学
年
で
実
施
す
る
ほ
か
、

読
書
活
動
の
更
な
る
充
実
に
向
け
、

学
校
図
書
館
教
育
支
援
員
を
５
人

に
拡
充
し
ま
す
。
更
に
は
、
塚
越

小
の
プ
ー
ル
改
修
な
ど
小
学
校
校

子

豊
か
な
個
性
を
育
み

子
ど
も
た
ち
の
未
来
輝
く
ま
ち

２

住

認可保育園の開設予定地（塚越７丁目）

今年度から全７校で開講する学校土曜塾

子どもたちの健やかな成長を応援します

健康を支える事業を展開します

特 集：新年度予算

　南町桜並木沿いの特別養
護老人ホームが来春開設と
聞き、福祉の充実を願う高
齢者には特にうれしいこと
だと思います｡今後も、老若
男女に優しく、住み続けた
くなるようなまちづくりを
進めていってほしいですね。

芝
しば

崎
さき

 近
ちか

子
こ

さん
南町２丁目・76歳

福祉向上で更に安心へ

新年度
　期待の 声

みんなにあたたかく
健康に生活できるまち

３

来春開園!!
保育園

整備が進む特別
養護老人ホーム
（南町２丁目）

障害者グループホーム開設予定地
（錦町３丁目）

　～来春開設に向け整備が進む２つの施設～
障害者
グループホーム

特別養護
老人ホーム

昨健

外観イメージ
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教　　育　　費
☆

小
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

２
２
、４
９
０

小
学
校
教
育
用
及
び
校
務
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

２
、６
２
２

児
童
用
教
材
教
具
・
備
品

１
３
、９
３
６

小
・
中
学
校
の
テ
レ
ビ
購
入（
ふ
る
さ
と
わ
ら
び
応
援
基
金
活
用
）

６
、８
３
２

◎

児
童
用
図
書

２
、１
０
０

◎

中
学
校
空
調
設
備
借
上
料

１
７
、９
４
３

☆

中
学
校
校
舎
等
改
修
工
事

４
０
、２
５
０

中
学
校
教
育
用
・
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
及
び
校
務
シ
ス
テ
ム
更
新

１
３
、６
５
６

中
学
校
教
育
用
及
び
校
務
シ
ス
テ
ム
修
正
委
託
料

３
、８
７
０

生
徒
用
教
材
教
具
・
備
品

９
、８
９
３

中
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
用
備
品
の
購
入（
ふ
る
さ
と
わ
ら
び
応
援
基
金
活
用
）

２
、４
２
４

◎

生
徒
用
図
書

９
０
０

新

中
学
校
ク
ラ
ブ
活
動
各
種
大
会
選
手
宿
泊
費
補
助
金

５
０
０

入
学
資
金

１
１
、４
０
０

奨
学
金

７
、１
０
４

協
働
の
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
委
託
料

４
、０
０
０

拡

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

１
０
、９
２
８

拡
◎

わ
ら
び
学
校
土
曜
塾
推
進
事
業

６
、７
７
０

文
化
活
動
事
業
助
成
金

１
、８
０
０

◎

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る
等
文
化
・
芸
術
振
興
事
業
助
成
金

１
、０
０
０

新
◎

音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会（
仮
称
）

１
５
７

☆

信
濃
わ
ら
び
山
荘
改
修
工
事

６
、４
８
０

文
化
ホ
ー
ル
く
る
る
指
定
管
理
料

２
７
、０
０
８

公
民
館
講
座

２
、７
７
０

新

公
民
館
改
修
工
事
設
計
委
託
料

２
、２
６
８

新

公
民
館
空
調
設
備
改
修
工
事
基
本
設
計
等
委
託
料

１
、１
３
１

☆

公
民
館
改
修
工
事

１
０
、６
５
０

新
◎
◆

公
民
館
耐
震
診
断
委
託
料

１
、３
９
４

◎
◆

公
民
館
耐
震
補
強
工
事
設
計
委
託
料

８
、２
８
４

旭
町
公
民
館
指
定
管
理
料

３
２
、２
７
８

図
書
館
シ
ス
テ
ム

４
、２
９
０

☆

図
書
館
改
修
工
事

３
、７
０
０

歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員

５
、２
２
９

☆

歴
史
民
俗
資
料
館
改
修
工
事

２
８
、６
０
０

◎

ア
ウ
ト
メ
デ
ィ
ア
の
推
進

１
８
６

施
設
使
用
料
等（
民
間
温
水
プ
ー
ル
）

２
、６
４
６

新
◎

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

６
、１
２
４

市
民
体
育
館
指
定
管
理
料

３
６
、８
９
３

新

市
民
体
育
館
空
調
設
備
改
修
工
事
基
本
設
計
等
委
託
料

６
、０
３
１

☆

市
民
体
育
館
改
修
工
事

２
、０
９
０

新
◎
◆

市
民
体
育
館
耐
震
診
断
委
託
料

７
、４
３
１

プ
ー
ル
指
定
管
理
料

１
０
、９
０
１

☆

プ
ー
ル
改
修
工
事

７
、２
９
０

米
飯
給
食
用
食
器
の
購
入（
ふ
る
さ
と
わ
ら
び
応
援
基
金
活
用
）

２
、９
７
０

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
食
器
等
保
管
庫
借
上
料

４
、８
０
５

給
食
調
理
等
業
務
委
託
料

８
９
、１
５
４

☆

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

１
、３
６
０

に
ぎ
わ
い
と
活
力
、
市
民
文
化
と

　
　
　
歴
史
が
と
け
あ
う
元
気
な
ま
ち

４

　計画づくりが始まるコミ
ュニティ・ショッピング道路
は、さまざまな意見を基に、
地域が更に活気づく通りに
なればいいですね。また「あ
さがお＆ほおずき市」は来
場者が楽しめるよう商店会
一丸となって盛り上げます。

川
かわ

島
しま

 幸
ゆき

雄
お

さん
塚越４丁目・65歳

期待高まる新たな通り

新年度
　期待の 声

補
助
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
国
な
ど

の
補
助
金
を
活
用
し
な
が
ら
商
店
街
へ

の
支
援
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
市
内
業
者
に

発
注
す
る
と
、
一
部
費
用
が
助
成
さ
れ

る
住
宅
改
修
資
金
助
成
金
を
26
年
度
も

１
５
０
万
円
計
上
す
る
な
ど
地
域
経
済

の
後
押
し
を
図
っ
て
い
く
ほ
か
、
地
域

の
宝
・
わ
ら
び
り
ん
ご
の
育
成
を
進
め

な
が
ら
、商
品
開
発
を
目
指
し
、サ
イ
ダ

ー
の
試
作
品
を
作
る
な
ど
わ
ら
び
り
ん

ご
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
で

は
、
市
内
で
活
動
す
る
音
楽
家

や
公
募
委
員
な
ど
に
よ
る
、「
音
楽
に
よ

好
な
住
環
境
の
整
備
と
、
災
害

に
強
く
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
都
市
計
画
制
度

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換
を

図
っ
た
中
央
第
一
地
区
ま
ち
づ
く
り
事

業
は
、道
路
拡
幅
に
向
け
て
、家
屋
の
除

去
解
体
費
の
補
助
な
ど
に
３
３
０
４
万

９
０
０
０
円
を
計
上
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
設
け
た
公
共
用
地
先
行
取
得
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を
５
８
０
０

万
円
計
上
し
、用
地
買
収
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、錦
町
地
区
の
区
画
整
理
事
業
は
、

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を
前
年
度
比
0.4

％
増
の
８
億
９
９
０
９
万
円
計
上
し
、

22
戸
の
家
屋
移
転
な
ど
を
行
い
ま
す
。

中
脇
の
緑
川
に
架
か
る
人
道
橋

架
け
替
え
に
２
０
０
０
万
円
計

上
し
、
通
行
者
や
自
転
車
通
行
の
安
全

確
保
の
た
め
の
拡
幅
工
事
を
行
う
ほ
か
、

道
路
の
路
面
性
状
調
査
を
実
施
し
、
効

率
的
な
舗
装
の
維
持
管
理
や
安
全
な
交

る
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」

を
設
置
し
、
音
楽
を
通

じ
た
芸
術
文
化
の
振
興

や
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
が
図
れ
る
よ
う
検

討
し
ま
す
。ま
た
、富
士

見
公
園
内
野
球
場
や
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
予
約
を
来
年

２
月
か
ら
開
始
し
ま
す
。

ぎ
わ
い
の
更
な
る
創
出
に

向
け
て
進
め
て
い
る
、
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に
つ

い
て
は
、更
な
る
充
実
を
図
り
、来

年
３
月
の
認
定
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
、同
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
蕨
駅
東
口
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ・シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
道
路
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
地
元
商
店
街
と
協

働
で
基
本
的
な
計
画
づ
く
り
に
着

手
し
、
そ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

委
託
料
と
し
て
４
８
６
万
２
０
０

０
円
を
計
上
し
ま
し
た
。更
に
、今

年
40
回
目
と
な
る
塚
越
商
店
会
の

「
あ
さ
が
お
＆
ほ
お
ず
き
市
」へ
の

に

コミュニティ・ショッピング道路の整備に
あわせ、更なるにぎわいづくりを進めます

毎年大盛況の塚越商店会の｢あさがお&ほおずき市｣

良

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

更
に
は
、
㈳
蕨
市
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り
連
合
会
の

「
く
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
と
連
携
し
、
ク
リ
ー

ン
わ
ら
び
市
民
運
動
参
加
者
へ
の
「
く
ら
し
の
商
品

券
」
の
配
布
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

の
花
苗
配
布
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
表
彰
制
度
な
ど

を
通
じ
て
、活
動
を
い
っ
そ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

か
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
支

援
し
、
各
機
関
や
団
体
な
ど
と

の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
今
ま
で
以
上

に
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
役
と
な
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
25
年
度
に
施
行

さ
れ
た
「
み
ん
な
で

創
る
わ
ら
び
推
進
条

例
」
に
基
づ
き
市
民

参
画
と
協
働
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
意
見

を
伺
う
市
民
懇
談
会

を
設
置
し
ま
す
。
ま

た
、25
年
度
、２
件
の

事
業
を
実
施
し
た
協

働
事
業
提
案
制
度
に

１
０
１
万
円
計
上
し
、

特 集：新年度予算

快適で過ごしやすく
環境にやさしいまち

５
都市計画制度を活用した中央第一地区の
新たなまちづくりを進めます

協働によるまちづくりを更に推進していきます
（自主管理団体・どんぐり会）

一
人
ひ
と
り
の
心
で
つ
な
ぐ

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち

６
通
の
確
保
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
南
町

桜
並
木
の
老
木
化
し
た
桜
の
樹
勢
回
復

の
た
め
の
対
策
も
進
め
ま
す
。
環
境
へ

の
取
り
組
み
は
、
引
き
続
き
、
地
球
温

暖
化
対
策
設
備
等
設
置
費
補
助
金
を
５

０
０
万
円
計
上
し
た
ほ
か
、
新
た
に
小

型
家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
開
始
し
ま
す
。

な
お
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
み
の
出
し

方
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

　町会からもお願いしてい
た一中脇の緑川人道橋の架
け替えが行われるそうです
ね。災害時などにも考慮し
幅員が広がることで、地域
の皆さんも安心することで
しょう。今後も住みよいま
ちづくりに期待しています。

和
わ

田
だ

 征
まさ

夫
お

さん

南町３丁目
69歳

更なる住環境の整備を

新年度
　期待の 声

　市の国際交流事業に協力
するWICAに所属していま
す。多くの人と関わる活動
を通して地域とのつながり
を感じ、蕨が大好きになり
ました。魅力あるまちを目
指して私たち若い世代も力
を発揮していきたいです。

柚
ゆう

木
き

 香
か

澄
すみ

さん

中央６丁目
19歳

若い力をまちづくりに

新年度
　期待の 声

芸一

豊

架け替え工事を行う一中脇の緑川人道橋
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語 る 人

池
いけ

田
だ

元
もと

一
かず

さん
中央５丁目・83歳

旭
町
前
谷
線
　
　
　
　

（
市
役
所
通
り
）の
変
遷

　

市
内
を
東
西
に
走
る
旭
町

前ま
え

谷や

線
は
蕨
駅
近
辺
か
ら
国

道
17
号
を
結
ぶ
道
路
で
す
。

戦
後
、
貨
物
輸
送
な
ど
の
要

道
と
し
て
諸
産
業
を
支
え
て

き
た
こ
の
通
り
沿
い
に
、
私

は
小こ

竹た
け

屋や

建
具
店
の
３
代
目

と
し
て
、
昭
和
28
年
か
ら
店

を
構
え
て
い
ま
し
た
。

　

昔
の
写
真
は
38
年
に
市
役

所
前
か
ら
北
東
を
望
ん
だ
も

の
で
す
。
34
年
頃
、
駅
周
辺

よ
り
始
ま
っ
た
舗
装
工
事
も

和わ

楽ら

備び

神
社
か
ら
中
山
道
ま

で
の
最
終
段
階
に
入
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
頃
は
翌
年
に

東
京
五
輪
を
控
え
、
住
宅
や

工
場
建
設
が
進
み
、
店
で
扱

う
ふ
す
ま
や
建
て
具
の
受
注

も
盛
ん
で
し
た
ね
。
そ
の
後

通
り
は
、
蕨
川
口
陸
橋
の
完

成
に
伴
う
交
通
量
の
増
加
な － 321 －

長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年

は
今
月
12
日
の
西
公
民
館
と

東
公
民
館
を
皮
切
り
に
、
13

日
に
南
公
民
館
と
北
町
公
民

館
、19
日
に
中
央
公
民
館
と
、

市
内
各
地
区
で
計
５
回
実
施

し
ま
す
（
左
下
囲
み
参
照
）。

　

今
年
度
は
、
今
後
10
年
間

に
わ
た
る
市
政
運
営
の
基
本

指
針
と
な
る
新
た
な
長
期
計

画「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
蕨
」

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
ス
タ
ー
ト

の
年
で
す
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
は
、
こ
う
し
た
節

目
と
も
い
え
る
平
成
26
年
度

の
蕨
市
の
施
策
・
予
算
を
テ

ー
マ
に
、
そ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
市
長
よ
り
説
明
し

ま
す
。
な
お
、
後
半
に
は
質

疑
応
答
の
時
間
を
設
け
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
率
直
な

声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

リポート　そこが知りたい
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市
民
の
皆
さ
ん
に
市
政
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
声
を

お
聴
き
す
る
―
。
こ
れ
は
誰

も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
を
目
指
す
上
で
、

最
も
た
い
せ
つ
な
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
直
接
市
長
に
お

伝
え
い
た
だ
く
場
の
一
つ
と

し
て
、平
成
20
年
度
か
ら「
市

啓
発
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
（
下
囲
み
参
照
）。

②
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
積
極
的
に
進
め
て
ほ
し
い

と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
な

か
で
、
市
で
は
今
年
度
、
旧

耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
、
共
同
住
宅

の
耐
震
診
断
に
対
す
る
補
助

制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

③
子
ど
も
た
ち
が
本
に
親
し

む
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
更
に
進
め
て
ほ
し
い
と

蕨
に
つ
い
て
語
り
合
う

市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
ご
参
加
を

　

実
際
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
声

な
ど
に
よ
っ
て
改
善
が
図
ら

れ
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

①
自
転
車
の
交
通
安
全
対
策

を
進
め
て
ほ
し
い
と
の
ご
意

見
を
受
け
、
昨
年
度
、
市
内

の
３
中
学
校
で
、
ス
タ
ン
ト

マ
ン
に
よ
る
交
通
安
全
教
室

を
開
催
す
る
な
ど
、
幅
広
い

　

市
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
直
接
意
見
交
換
す
る
場
の
一
つ
と
し

て
、「
市
長
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年
は
４
月
12
日
か
ら
19
日
ま
で
、

市
内
各
地
区
で
計
５
回
実
施
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
貴
重
な
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

昨年は合計385人が来場

の
ご
意
見
を
受
け
、
学
校
に

司
書
資
格
を
持
つ
学
校
図
書

館
教
育
支
援
員
を
配
置
。
今

年
度
は
人
員
を
３
人
か
ら
５

人
に
増
や
す
予
定
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の

ご
意
見
が
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
生
の
声

を
存
分
に
お
聴
か
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
で
交
わ
さ
れ
た
話
し

合
い
の
概
要
は
、順
次
、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
ま
す
。

市
内
各
地
区
で
全
５
回

市
長
と
語
る
会
を
開
催

市
政
へ
の
理
解
を
深
め

直
接
意
見
伝
え
る
場
に

皆
さ
ん
の
貴
重
な
声
が

ま
ち
づ
く
り
の
土
台
に

問
い
合
わ
せ
＝
政
策
企
画

室
（
緯
433
・
７
６
９
８
）

皆さんからの声でより安全で安心なまちに
　例年、交通安全に関する声
を数多くいただいています。
昨年度は交通安全教室を開催
したほか、警察や交通安全関
係団体の皆さんと協力しなが
ら、自転車専用レーンやゾー
ン30の整備なども進めました。

　市長が市民の皆さんといっしょに
蕨のまちについて語り合うタウンミ
ーティングを開催します。今回は、
新たな長期計画となる『コンパクト
シティ蕨』将来ビジョンのスタート
の年となる、平成26年度の蕨市の施
策・予算をテーマに、市政のホット
なニュースをお知らせします！蕨の
まちづくりへあなたのご意見をぜひ
お聞かせください。

開 催 日 時 ・ 場 所

託児・手話通訳あり（託児は政策企画室に要事前申し込み）

市長に直
接聞いて

みたい

話してみ
たい！

今年はどんな事業に取り組むの？

４月12日（土）

４月12日（土）

４月13日（日）

４月13日（日）

４月19日（土）

西 公 民 館　

東 公 民 館　

南 公 民 館　

北町公民館　

中央公民館　

午後２時～３時半

午後７時～８時半

午前10時半～正午

午後２時～３時半

午後２時～３時半

スタントマンが事故の恐ろしさ
を再現する交通安全教室を開催



13　広報WARABI 市民と市長の面会日／面会日は原則毎月第1木曜日です　今月は3日　5月は1日の予定です　面会時間は午後1時か→

　

３
月
22
日
と
23
日
の
２
日

間
、
南
公
民
館
を
主
会
場
に

「
桜
の
ま
ち
南
町
文
化
展
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
蕨
に

ゆ
か
り
の
あ
る
画
家
や
地
域

の
皆
さ
ん
の
作
品
で
彩
ら
れ

た
展
覧
会
の
ほ
か
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ラ
イ
ブ
な
ど

が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
９
６
０

人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
芸
術
・
文

化
を
堪た

ん

能
し
て
い
ま
し
た
。

旗に書き込む将来の夢
　

西
小
学
校
で
は
、
同
校
卒

業
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
縦
12・

３
㍍
×
横
24
㍍
の
ビ
ッ
グ
フ

ラ
ッ
グ
へ
の
寄
せ
書
き
が
卒

業
前
の
恒
例
行
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。
10
年
間
行
わ
れ
る

こ
の
催
し
は
今
年
で
４
年
目
。

３
月
４
日
に
は
、
６
年
生
66

人
が
将
来
に
つ
い
て
語
り
合

い
な
が
ら
、
思
い
思
い
に
旗

へ
夢
を
託
し
て
い
ま
し
た
。

優しい音色で観客魅了

まちに広がる地域の宝

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

今
月
29
日
ま
で
、特
別
展「
春

の
文
化
祭
―
あ
～
と
の
山
盛

り
―
」が
開
催
中
で
す
。同
展

に
併
せ
、３
月
１
日
に
は
、ブ

ル
ー
ス
ハ
ー
プ
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

ギ
タ
ー
、ア
ル
パ
に
よ
る「
風

の
ひ
な
ま
つ
り
」
演
奏
会
が

開
か
れ
、
訪
れ
た
１
３
０
人

は
、
柔
ら
か
な
音
色
が
彩
る

春
の
１
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
、
西
公
民
館
で

「
わ
ら
び
り
ん
ご
接
ぎ
木
講

習
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。わ

ら
び
り
ん
ご
の
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
指
導
の
下
、
参
加
者

10
人
が
台
木
へ
の
接
ぎ
木
に

挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ
苗
木
を

持
ち
帰
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
活
動
な
ど
に
よ
り
、
地
域

の
宝
・
わ
ら
び
り
ん
ご
が
ま

ち
中
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

春の訪れ告げる文化展

10年の集大成祝う催し
　

市
民
主
体
で
生
涯
学
習
講

座
を
企
画
・
運
営
し
て
い
る
、

わ
ら
び
学
び
あ
い
カ
レ
ッ
ジ

の
設
立
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
、３
月
15
日
、市
民
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
蕨
市
出

身
の
俳
優
・
勝か

つ

村む
ら

政ま
さ

信の
ぶ

さ
ん

の
特
別
講
演
会
の
ほ
か
、
受

講
生
や
卒
業
生
に
よ
る
発
表

が
あ
り
、
来
場
者
６
５
０
人

で
節
目
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

情報ダイヤル
掲載は無料です

問秘書広報課（緯433・7703）

〔無料で差し上げます〕
▶五月人形　新品同様　取りに来てく
れる人︿若林・緯443・4550﹀
〔譲ってください〕
▶リヤカー　使用頻度は不問　取りに
伺います︿川野・緯090・2497・1748﹀
〔仲間になりませんか〕
▶和楽備ラジオ体操絆の会　月・水・
金曜日（男女混合）＝午前６時15分　
火・木曜日（男性のみ）＝午前７時25分 
城址公園︿平田・緯090・3131・9399﹀
▶南囲碁クラブ　火曜日　午前９時半 
南公民館　無料︿井上・緯442・0259﹀
▶カラオケ愛好会　火曜日　午後４時　中
央公民館　月500円︿菅谷・緯432・4966﹀
▶ＣＬＡＰ＆ＴＡＰＳ（ゴスペル）　月
２回木曜日　午前10時半　市内公民館 
月3,000円︿落合・緯090・9805・6435﹀
▶ラベンダー（社交ダンス）　月３回日
曜日　午後１時半　福祉・児童センタ
ー　月3,000円︿内田・緯444・8531﹀
▶水琴クラブ　第１・３水曜日　午後
１時　下蕨公民館　月2,000円︿上野・
緯442・0508﹀
▶アーサナヨガクラブ　火曜日　午後
７時　中央公民館　月2,000円︿樋口・
緯443・2407﹀
▶フラワーダンス（社交ダンス）　月４
回月曜日　午後２時か３時半　西公民
館　月2,500円︿大久保・緯441・2947﹀
▶合気道無為会　月・木曜日　午後７
時　市民体育館または第二中学校　月
1,000円︿壷内・緯441・1072﹀
〔参加しませんか〕
▶日帰り旅倶楽部　古都・北鎌倉散
歩　６月７日　参加費1,000円︿岩本・
緯090・3431・4295﹀
▶川口ウィンドアンサンブル第28回定
期演奏会　５月25日　午後１時半　市民
会館　無料︿山崎・緯090・8316・7207﹀
▶Ｙキッズダンス　１日・15日　３歳
～小学２年生＝午後５時半　小学３年
～高校生＝午後６時半　文化ホールく
るる　無料︿谷内・緯090・2492・3967﹀
〔ご相談ください〕
▶蕨断酒会（酒害相談）　1日＝中央公民
館　9日＝南公民館　17日＝旭町公民館 

午後７時︿円浄・緯090・2522・8688﹀

ど
を
受
け
、
46
年
に
市
道
か

ら
県
道
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
の
写
真
は
３
月
12
日
に

渋
滞
緩
和
な
ど
の
た
め
、
市

役
所
前
か
ら
国
道
17
号
交
差

点
ま
で
が
開
通
し
た
現
在
の

通
り
で
す
。
変
則
交
差
点
の

解
消
や
約
９
０
０
㍍
の
自
転

車
レ
ー
ン
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

快
適
な
道
路
と
な
り
ま
し
た
。

いま むかし



広報WARABI　14■春の全国交通安全運動／6日～15日　自転車利用時は交通ルールの厳守を　詳細＝安全安心推進課（緯433・7755）

消費税率引き上げに伴い
４月１日から
料金が変わります

５％→８％
　社会保障の財源などの確保を目的に、今月から消費税率
が引き上げられました。それに伴い、市が行うサービスな
どの一部料金が改定されました。そのうち主なものは下表
のとおりです。詳細は各担当部署へお問い合わせください。

対象・問い合わせ 内　　容 特記事項
市民会館利用料金 ●ホール（平日）／午前＝9,770円　午後＝19,540円　夜間＝29,310円

　全日＝52,450円
●ホール（土、日、祝）／午前＝13,060円　午後＝26,120円　
　夜間＝39,180円　全日＝69,940円
●会議室等／午前＝250～2,460円　午後＝510～4,930円
　夜間＝770～7,400円　全日＝1,440～13,370円

○ その他、附属設備や楽
屋等の利用料金につい
ては、左記の連絡先に
お問い合わせください

○ 会議室等の利用料金は
部屋により異なります

市民会館
緯445・7660

粗大ごみなど ●粗大ごみ収集券＝１点につき540円
●動物の死体処理＝１体につき3,240円
● し尿収集／普通世帯＝世帯員（２歳未満を除く）１人につき月額314円 
通勤者＝１人につき月額159円　事業所、寮、映画館等多数人の出入
りする場所＝36㍑につき344円

○ ３月末までに購入した
粗大ごみ収集券は引き
続き利用することがで
きます

安全安心推進課
生活環境係
緯443・3706

人間ドック
（総合健康診査）費用

●Ａコース（16項目）＝33,718円　Ｂコース（12項目）＝20,831円 ○ その他、オプション検
査などについては、左
記の連絡先にお問い合
わせください成人健診センター

緯443・7953

公園内野球場など ● 使用料（２時間につき）／塚越公園内野球場＝1,020円　富士見公園内
野球場＝1,540円　富士見第２公園内庭球場＝610円

● 夜間照明施設使用料（１時間につき）／塚越公園内野球場＝1,130円　
富士見公園内野球場＝4,110円　富士見第２公園内庭球場＝300円

●蕨市営塚越霊園管理料＝使用場所１平方㍍につき年1,080円
道路公園課
緯433・7716

市民体育館
利用料金など

（市民体育館利用料金）
●競技場／バスケットボール＝①1,230円　②300円
　バレーボール＝①820円　②200円　バドミントン＝①300円　②50円
　テニス＝①1,230円　②300円　ハンドボール＝①2,460円　②510円　
　全面＝①2,460円　②510円　開放日＝①140円　②50円
●小体育室／団体＝①1,230円　②300円
●格技場／団体＝①610円　②150円　個人＝①140円　②50円
●トレーニングルーム／団体＝①720円　②200円
　個人（16歳以上）＝140円
●卓球場／個人＝①140円　②50円
●相撲場／団体＝①610円　②150円　個人＝①140円　②50円
●弓道場／団体＝①820円　②200円　個人＝①140円　②50円
（市立中学校校庭夜間照明施設）
●第一・第二・東中学校＝1,020円

○①一般　②児童・生徒
○ いずれも２時間単位の

料金
○ 一部、料金改定がない

区分も掲載しています

市民体育館
緯432・2611

（市立中学校校庭　
夜間照明施設は

生涯学習スポーツ課
緯433・7730）

文化ホールくるる
利用料金

●多目的ホール（平日）／午前＝2,460円　午後＝4,930円　夜間＝7,400円
　全日＝13,370円
●多目的ホール（土、日、祝）／午前＝3,290円　午後＝6,580円　
　夜間＝9,870円　全日＝17,480円
●会議室／午前＝510円　午後＝1,020円　夜間＝1,540円
　全日＝2,770円

○ その他、附属設備や楽
屋の利用料金について
は、左記の連絡先にお
問い合わせください

文化ホールくるる
緯446・8311

信濃わらび山荘
利用料金

●中学生以下・青少年団体／１泊２日＝410円　２泊３日＝820円　
　３泊４日＝1,230円
●一般／１泊２日＝1,540円　２泊３日＝2,050円　３泊４日＝2,570円
●コテージ利用割増＝１泊510円生涯学習スポーツ課

緯433・7729

病室使用料など ●文書料／普通診断書、証明書（病院様式）・健康診断書＝2,160円
　妊娠・出産に係る証明書＝1,080円
　死亡診断書・生命保険診断書＝3,240円
　※その他の各種文書料も改定があります
●病室使用料／１人室特＝14,040円　１人室＝7,560円
　２人室＝2,160円　※いずれも１人１日当たり
●自費診療／改定があります

○ ３月末までに依頼した
各種文書は、受け取り
が４月以降でも改定前
の金額となります

市立病院
緯432・2277
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柚
ゆ

衣
い

ちゃん
（２歳４か月）

新
あら

井
い

　一
かず

成
なり

さん　
美
み

和
わ

さんの
長女　　　　

　　南町２丁目

真
ま

凛
りん

ちゃん
（４歳２か月）

真
まな

翔
と

ちゃん
（１歳４か月）

濱
はま

田
だ

　光
みつ

記
のり

さん　
涼
りょう

子
こ

さんの
長女・長男　 　

　　南町２丁目

■ボートレース戸田／開催日程＝1日・2日・5日～9日・12日～24日　問い合わせ＝戸田競艇組合開催課（緯441・7711）

　
「
し
っ
か
り
者
の
姉
の
真

凛（
左
）と
、
元
気
い
っ
ぱ
い

な
弟
の
真
翔（
右
）。
二
人
の

お
気
に
入
り
の
ス
ポ
ッ
ト
は

大
荒
田
交
通
公
園
で
す
。
そ

れ
ぞ
れ
自
転
車
と
お
も
ち
ゃ

の
車
に
乗
り
込
み
、
仲
よ
く

ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
そ
ん
な
二
人
の
つ
な

が
り
を
強
く
感
じ
る
の
が
、

寝
て
い
る
と
き
の
仕
草
や
寝

顔
が
そ
っ
く
り
な
こ
と
で
す
。

夫
と
三
人
で
川
の
字
に
な
っ

て
い
る
姿
に
は
思
わ
ず
笑
っ

て
し
ま
い
ま
す
。二
人
に
は
、

そ
の
名
前
に
あ
る
よ
う
に
真ま

っ
す
ぐ
に
育
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」と
、母
親
の
涼
子
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－504－

かるた
ヘルスケア

　

疲
労
回
復
の
点
滴
と
し
て

知
ら
れ
る「
ニ
ン
ニ
ク
点
滴
」。

名
称
か
ら
し
て
元
気
が
出
そ

う
で
す
が
、
実
は
ニ
ン
ニ
ク

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
元
気

の
素も

と

で
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

が
入
っ
て
い
て
、
こ
れ
が
ニ

ン
ニ
ク
の
よ
う
に
匂
う
こ
と

か
ら
ニ
ン
ニ
ク
点
滴
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
点
滴
の
効
果

に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
あ
り

ま
す
が
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
を

接
種
し
た
ね
ず
み
が
、
他
の

ね
ず
み
よ
り
も
長
く
泳
い
だ

と
い
う
結
果
が
出
た
実
験
も

あ
り
、
食
事
で
取
れ
れ
ば
な

に
よ
り
で
す
が
、
食
物
中
の

栄
養
価
が
昔
と
比
べ
て
50
分

の
１
と
も
い
わ
れ
る
昨
今
、

興
味
が
湧
い
て
き
ま
す
ね
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
健
康
増
進
外
来
は

木
曜
日
午
後
。
詳
細
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

ニ
ン
ニ
ク
点
滴

に

　

３
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
の
間
、
塚

越
小
学
校
の
６
年
生
66
人
に
よ
る
卒
業

制
作
で
、
校
舎
と
体
育
館
を
つ
な
ぐ
渡

り
廊
下
の
ペ
ン
キ
塗
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
卒
業
の
記
念
に
、
学
校
に
絵
を

贈
り
た
い
」
と
の
子
ど
も
た
ち
の
提
案

で
、
延
べ
60
㍍
に
も
及
ぶ
壁
に
描
い
た

の
は
、
学
校
生
活
や
行
事
の
様
子
な
ど

で
す
。
初
め
は
手
に
ペ
ン
キ
を
つ
け
な

が
ら
苦
労
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

し
だ
い
に
上
手
に
塗
れ
る
よ
う
に
。「
い

い
記
念
に
な
っ
た
ね
！
」、「
早
く
新
入

生
に
も
見
て
も
ら
い
た
い
な
」と
、制
作

を
楽
し
み
な
が
ら
、
み
ん
な
で
一
生
忘

れ
な
い
思
い
出
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

子どもクラブ思い出描いた卒業制作

塚越小学校

２年前の国際青少年キャンプin片品

　

将
来
を
担
う
青
少
年
た
ち

が
国
境
を
越
え
て
一
堂
に
会

し
、交
流
を
育
む
国
際
青
少
年

キ
ャ
ン
プ
。
12
回
目
の
今
回

は
、
蕨
の
姉
妹
都
市
ア
メ
リ

カ
・
エ
ル
ド
ラ
ド
郡
や
友
好

都
市
ド
イ
ツ
・
リ
ン
デ
ン
市
、

ふ
れ
あ
い
交
流
協
定
を
結
ぶ

群
馬
県
片か

た

品し
な

村
な
ど
の
青
少

年
た
ち
と
長
野
県
川か

わ

上か
み

村
で

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　

●
青
少
年
募
集
／
８
月
17

日
～
20
日
の
キ
ャ
ン
プ
で
、

海
外
や
村
の
青
少
年
と
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
交
流　

※
キ
ャ

ン
プ
終
了
後
も
青
少
年
ど
う

し
の
交
流
会
を
予
定　

対
象

＝
お
お
む
ね
14
～
17
歳
の
市

内
在
住
者
で
、
事
前
研
修
や

報
告
会
に
参
加
で
き
る
人　

定
員
＝
15
人　

費
用
＝
５
０

０
０
円　

選
考
＝
書
類
・
面

接　

申
し
込
み
＝
30
日
ま
で

に
申
込
書
を
秘
書
広
報
課
へ

持
参
。
申
し
込
み
時
に
面
接

日
を
決
定
し
ま
す
。
※
申
込

書
は
学
校
、
公
民
館
、
同
課

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

入
手
で
き
ま
す
。

　

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募

集
／
海
外
青
少
年
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
家
庭　

受
け
入
れ
期
間

＝
８
月
15
日
～
25
日　

※
左

表
参
照
（
８
月
17
日
～
20
日

は
青
少
年
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
）

　

●
国
際
交
流
事
業
実
行
委

員
会
委
員
募
集
／
市
の
国
際

交
流
事
業
に
興
味
の
あ
る
か

た
、
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
詳
細
＝
秘
書

広
報
課
（
緯
433
・
７
７
０
１
）

２
０
１
４
国
際
青
少
年
キ
ャ
ン
プ　

　
　
　

ⅰ
ｎ
わ
ら
び　

参
加
者
募
集

８月15日
　～16日

海外参加者受け入れ式・
家庭プログラム

17日
～20日

長野県川上村で
キャンプ

21日
～25日

市内巡り・交流会
家庭プログラム

　などを予定
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健
師
が
４
か
月
ま
で
の
赤

ち
ゃ
ん
の
い
る
家
庭
を
訪

ね
、
母
子
の
健
康
や
育
児
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
。

大
石
圭
子
さ
ん（
塚
越
７
丁
目
）は
、

市
か
ら
の
委
託
で
、
20
年
以
上
に

わ
た
り
新
生
児
の
訪
問
指
導
を
続

け
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
保
健
師
で
す
。

　

大
石
さ
ん
が
保
健
師
の
道
へ
進

む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
短

大
在
学
中
に
母
親
が
病
で
倒
れ
た

こ
と
で
し
た
。
看
護
師
だ
っ
た
父

親
の
影
響
も
あ
り
、
卒
業
と
同
時

に
看
護
大
学
へ
入
学
し
、
保
健
師

の
資
格
を
取
得
。
そ
の
後
、
都
内

の
病
院
で
看
護
師
と
し
て
５
年
間

勤
め
、
育
児
の
た
め
に
退
職
し
ま

し
た
。
し
か
し
、「
資
格
や
知
識
、

子
育
て
経
験
を
生
か
し
た
い
」と
、

子
育
て
が
落
ち
着
く
と
と
も
に
新

●広報蕨　№754　●発行 ／ 蕨市役所　〒335－8501　埼玉県蕨市中央５－14－15　☎048（432）3200　　●編集 ／ 秘書広報課広報広聴係

広
報
蕨　

七
五
四
号　

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
発
行　

毎
月
一
回
発
行　

印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
保健師　　　　　　　　　

大
おお

石
いし

 圭
けい

子
こ

 さん

保

ママの気持ちに寄り添いたい

生
児
訪
問
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
趣
味
で
も
仕
事
で
も
、子
育
て

に
よ
っ
て
諦
め
な
い
で
ほ
し
い
。

マ
マ
が
い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
こ

と
が
た
い
せ
つ
」と
、大
石
さ
ん
。

訪
問
時
に
は
、少
し
大
変
だ
っ
た
自

身
の
３
人
の
子
育
て
経
験
談
も
交

え
な
が
ら
、
悩
み
や
考
え
を
聞
き

出
し
、
親
身
に
答
え
る
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。ま
た
、「
時
代
が
変

わ
っ
て
も
、
お
母
さ
ん
の
大
変
さ

は
変
わ
ら
な
い
」と
、父
親
の
休
み

に
合
わ
せ
て
訪
問
す
る
こ
と
も
多

く
、「
子
育
て
の
悩
み
は
二
人
で
共

有
し
て
」と
、伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
続
け
る
な
か

で
、
蕨
市
社
会
教
育
委
員
や
埼
玉

県
男
女
共
同
参
画
審
議
委
員
な
ど

を
歴
任
し
て
き
た
ほ
か
、
東
公
民

館
の
０
歳
児
親
子
向
け
「
マ
ン
マ

広
場
」の
お
手
伝
い
、市
男
女
共
同

参
画
情
報
紙「
パ
ー
ト
ナ
ー
」の
編

集
委
員
、
福
祉
系
大
学
の
非
常
勤

講
師
と
大
忙
し
の
大
石
さ
ん
。
今

年
は
、
20
年
以
上
続
け
た
マ
ラ
ソ

ン
の
海
外
大
会
で
３
位
入
賞
も
。

「
地
域
で
妊
娠
中
の
マ
マ
た
ち
が

赤
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う
場
を
作
っ

た
り
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
の
お

話
を
し
た
い
」と
、新
た
な
取
り
組

み
に
も
意
欲
を
抱
く
大
石
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
も
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と

優
し
さ
あ
ふ
れ
る
笑
顔
で
、
地
域

の
赤
ち
ゃ
ん
、
そ
し
て
そ
の
家
族

を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
ま
す
。

優しく相談に乗る大石さん

輝

いて
ます

　

蕨
市
相
撲
連
盟
は
、
国
技
・
相
撲

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
と
体

が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
に
お
手
伝
い

を
し
て
い
る
団
体
で
す
。
蕨
は
昭
和

42
年
の
埼
玉
国
体
の
相
撲
会
場
に
な

る
な
ど
、
昔
か
ら
相
撲
が
活
発
な
ま

ち
で
し
た
。
昭
和
26
年
に
発
足
し
、

現
在
は
約
80
人
で
運
営
を
し
て
い
る

私
た
ち
相
撲
連
盟
も
、
母
体
が
明
治

28
年
設
立
の
武ぶ

州し
ゅ
う

八は
ち

幡ま
ん

講こ
う

で
あ
る
な

ど
、
長
い
歴
史
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
主
な
活
動
は
、
毎
週
火
曜

日
の
午
後
５
時
か
ら
６
時
ま
で
、
市

民
体
育
館
相
撲
場
で
行
っ
て
い
る
稽け

い

古
で
す
。
こ
の
時
間
は
ど
な
た
で
も

出
入
り
自
由
で
、小
・
中
学
生
を
中
心

に
相
撲
を
通
じ
た
体
力
づ
く
り
や
礼

儀
作
法
の
習
得
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、５
月
18
日
に
は「
少
年
相
撲

大
会
わ
ん
ぱ
く
相
撲
蕨
場
所
」
を
開

催
し
ま
す
（
詳
細
は
お
知
ら
せ
版
６

㌻
）。
そ
れ
に
合
わ
せ
、
小
学
生
対

象
の
相
撲
教
室
（
８
日
～
５
月
15
日 

火
・
木
曜
日 

全
10
回 

午
後
５
時 

先

着
30
人 

と
こ
ろ
・
申
し
込
み
＝
市

民
体
育
館（
☎
432
・
２
６
１
１
））
も

開
か
れ
ま
す
。
今
年
の
わ
ん
ぱ
く
相

撲
は
50
回
目
の
記
念
大
会
で
す
。
土

俵
に
上
が
っ
て
、
伝
統
あ
る
蕨
の
相

撲
史
に
名
前
を
刻
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

加
か

藤
とう

 隆
たか

義
よし

 会長

稽古では楽しさも厳しさも学ぶことができます

～蕨市相撲連盟～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

蕨
で
続
く
伝
統
を
未
来
へ

広
げ
た
い
相
撲
文
化
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メッセージ


